
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴
史
講
座
シ
リ
ー
ズ
そ
の
１ 

水
戸
藩
の
始
ま
り
と
徳
川
光
圀 

 

第
１
回 

水
戸
藩
の
成
立 

９
月
２
１
日
（
常
陸
太
田
市
）

第
２
回 

若
き
日
の
水
戸
黄
門 

 
 

 
 

 
 

１
０
月
１
２
日（
常
陸
太
田
市
）

第
３
回 

水
戸
黄
門
の
虚
像
と
実
像 

 
 

 
 

 
 

１
１
月
２
９
日（
常
陸
太
田
市
）

歴
史
講
座 

「
桜
田
門
外
ノ
変
」
そ
の
背
景
を
探
る 

～
水
戸
藩
の
系
統
～ 

歴
史
講
座
シ
リ
ー
ズ
そ
の
２ 

幕
末
の
水
戸
藩 

 

第
４
回 

「
桜
田
門
外
ノ
変
」
と
そ
の
背
景

１
１
月 

９
日
（
水
戸
市
） 

第
５
回 

徳
川
斉
昭
公
の
人
と
生
涯 

１
１
月
２
２
日
（
水
戸
市
） 

第
６
回 

徳
川
慶
喜
公
と
幕
末
の
水
戸
藩 

１
２
月 

７
日
（
水
戸
市
） 

た
め
に
な
る
！
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！

歴
史
講
演
会

全
６
回 

全
６
回

「
桜
田
門
外
ノ
変
」
の
時
代 

～
幕
末
の
水
戸
藩
～

第
１
回 

『
大
日
本
史
』
編
纂
と
水
戸
藩 

９
月
２
７
日
（
水
戸
市
） 

第
２
回 

水
戸
藩
の
天
保
の
改
革
と
斉
昭
公

１
０
月
２
６
日
（
水
戸
市
） 

第
３
回 

「
桜
田
門
外
ノ
変
」
こ
ぼ
れ
話 

１
１
月
３
０
日
（
水
戸
市
） 

第
４
回 

史
料
で
み
る
「
桜
田
門
外
ノ
変
」
①

１
２
月
２
３
日
（
水
戸
市
） 

第
５
回 

史
料
で
み
る
「
桜
田
門
外
ノ
変
」
②

１
月
１
１
日
（
水
戸
市
） 

第
６
回 
天
狗
騒
乱
と
幕
末
の
水
戸
藩 

 
 

 
 

 
 

１
月
２
５
日
（
水
戸
市
） 

全
６
回

「
桜
田
門
外
ノ
変
」
の
時
代 

～
幕
末
の
水
戸
藩
領
内
～

地
域
ご
と
の 

歴
史
講
演
会

第
１
回 

幕
末
の
動
乱
と
水
戸 

１
０
月
１
２
日
（
水
戸
市
） 

第
２
回 

幕
末
の
動
乱
と
那
珂 

１
１
月
２
９
日
（
那
珂
市
） 

第
３
回 

幕
末
の
動
乱
と
鹿
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
２
月 

６
日
（
潮
来
市
） 

第
４
回 

幕
末
の
動
乱
と
日
立 

２
月 

１
日
（
日
立
市
） 

第
５
回 

幕
末
の
動
乱
と
大
子
・
常
陸
大
宮

２
月 

８
日
（
常
陸
大
宮
市
）

第
６
回 

幕
末
の
動
乱
と
常
陸
太
田 

２
月
２
２
日
（
常
陸
太
田
市
）

自
然
誌
講
座
シ
リ
ー
ズ

全
５
回

桜
田
烈
士
を
育
ん
だ
県
北
の
自
然 

～
県
内
の
生
物
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
～

第
１
回 

水
戸
周
辺
の
自
然 

１
０
月
２
５
日
（
水
戸
市
） 

第
２
回 

奥
久
慈
の
自
然 

１
１
月 

８
日（
常
陸
大
宮
市
）

第
３
回 

植
物
か
ら
見
た
県
北
の
自
然 

１
１
月
２
２
日
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

第
４
回 

花
園
・
花
貫
自
然
公
園
内
の
自
然

１
２
月 

６
日
（
高
萩
市
） 

第
５
回 

動
物
か
ら
見
た
県
北
の
自
然 

１
２
月
１
３
日
（
水
戸
市
） 

自
然
探
訪
シ
リ
ー
ズ

全
５
回

第
１
回 

関
東
の
嵐
山
（
御
前
山
）
で
秋
を

見
つ
け
よ
う 

１
０
月 

４
日
（
城
里
町
） 

第
２
回 

西
金
砂
山
の
照
葉
樹
林
を 

訪
ね
よ
う 

１
０
月 

５
日（
常
陸
太
田
市
）

第
３
回 
花
園
神
社
と
七
ツ
滝
の
秋 

１
０
月
１
１
日
（
北
茨
城
市
）

第
４
回 

袋
田
の
滝
と
月
居
山
の
自
然
を 

訪
ね
よ
う 

１
０
月
１
９
日
（
大
子
町
） 

第
５
回 

磯
と
砂
浜
の
自
然
を
見
よ
う 

 
 

 
 

 

１
１
月
１
５
日
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

桜
田
烈
士
を
育
ん
だ
県
北
の
自
然 

～
旧
水
戸
藩
領
の
自
然
に
親
し
む
～

郷
土
の
食
文
化
に
親
し
む 

専
門
家
と
郷
土
の
食
文
化
に
親
し
も
う 

～
ロ
ケ
部
隊
に
食
べ
さ
せ
た
い 

美
味
し
い
郷
土
料
理
～ 

全
４
回 

第
１
回 

郷
土
茨
城
の
食
文
化
を
考
え
る 

１
０
月
１
０
日
（
水
戸
市
） 

第
２
回 

幕
末
の
食
文
化
を
考
え
る 

１
１
月
１
４
日
（
水
戸
市
） 

第
３
回 

郷
土
の
食
文
化
と
素
材
を
活
か 

し
た
ロ
ケ
弁
当 

１
２
月
１
２
日
（
水
戸
市
） 

第
４
回 

秘
伝
・
黄
門
料
理
の
再
現
を
試 

み
る 

１
月
３
０
日
（
水
戸
市
） 

詳
し
く
は
各
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。 

み
ん
な
で
参
加
し
て
、
映
画
化
支
援
活
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

日
時 

平
成
２
０
年 

９
月 

７
日
（
日
）

１
３
時
３
０
分
か
ら 

場
所 

茨
城
県
立
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル 

映
画
づ
く
り
か
ら
始
ま
る
地
域
活
性
化
に
つ
い

て
、
全
国
の
事
例
を
ま
じ
え
な
が
ら
一
緒
に
考

え
ま
す
。
対
象
は
、
映
画
好
き
の
方
、
市
町
村

の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
者
、
エ
キ
ス

ト
ラ
と
し
て
映
画
な
ど
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ

る
方
（
ま
た
は
今
後
、
参
加
し
た
い
方
）
、
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
町
村
や
市
民

団
体
の
方
や
、
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
方
ほ
か
ど
な
た
で
も
。 

キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

開
催 

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
中
！ 

『
桜
田
門
外
ノ
変
』
映
画
化
の
取
組
み
を
テ
ー

マ
と
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容 

旧
水
戸
藩
を
中
心
と
し
た
地
域
の
歴
史
や
自

然
、
特
徴
な
ど
を
考
慮
し
た
、
親
し
み
や
す
い

マ
ー
ク
（
詳
し
く
は
事
務
局
に
問
合
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
） 

募
集
期
間 

８
月
２
６
日
（
火
）
～
９
月
２
５
日
（
木
） 

江
戸
文
化
歴
史
検
定 

 

水
戸
の
受
検
者
募
集
中
！

実
施
日 

１
１
月
３
日
（
月
・
文
化
の
日
） 

実
施
場
所 

水
戸
市
立
第
二
中
学
校 

第
３
回
江
戸
文
化
歴
史
検
定
が
、
今
年
は
水

戸
で
も
東
京
と
同
じ
条
件
で
受
検
出
来
ま

す
。『
桜
田
門
外
ノ
変
』
の
時
代
の
歴
史
と
文

化
に
、
み
ん
な
で
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
！ 

水
戸
八
景
ツ
ー
リ
ン
グ

～
斉
昭
公
の
思
い
を
風
に
～

江
戸
の
末
期
、
九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
は
水
戸

藩
領
内
の
景
勝
の
地
「
水
戸
八
景
」
を
選
定

し
ま
し
た
。 

晩
秋
の
一
日
、
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
、
烈
公
ゆ

か
り
の
史
跡
「
水
戸
八
景
」
を
巡
り
な
が
ら
、

景
勝
の
地
を
選
定
し
た
斉
昭
の
思
い
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。 

実 

施 

日 

１
０
月
１
８
日(

土) 

コ
ー
ス 

県
庁
（
午
前
８
時
）
～
①
仙
湖
暮

雪
～
②
青
柳
夜
雨
～
③
山
寺
晩
鐘
～
④
太
田

落
雁
～
⑤
村
松
晴
嵐
～
⑥
水
門
帰
帆
～
⑦
巌

船
夕
照
～
⑧
広
浦
秋
月
～
県
庁
（
午
後
５
時

頃
） 

本
屋
さ
ん
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業

『
桜
田
門
外
ノ
変
』
原
作
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル 

 

吉
村
昭
原
作
『
桜
田
門
外
ノ
変
』
の
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
（
募
集
期
間

9
/
1

6

～1
0

/2
0

） 

多
く
の
皆
さ
ん
に
、
映
画
の
原
作
『
桜
田
門

外
ノ
変
』
や
、
そ
の
時
代
の
歴
史
に
ふ
れ
て

い
た
だ
き
、
映
画
化
・
ロ
ケ
へ
の
支
援
活
動

を
、
オ
ー
ル
茨
城
の
取
組
み
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

ロ
ケ
地
推
薦
コ
ン
ク
ー
ル 

原
作
を
読
ん
で
、
場
面
に
応
じ
た
ロ
ケ
地
に

相
応
し
い
場
所
（
県
内
）
を
推
薦
す
る
コ
ン

ク
ー
ル
で
す
。
（
募
集
期
間 

9
/
2

2

～

1
0

/2
7

） 

俳
優
推
薦
コ
ン
ク
ー
ル 

原
作
を
読
ん
で
、
登
場
人
物
に
相
応
し
い
俳

優
・
女
優
を
推
薦
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

（
募
集
期
間 

9
/
2

9

～1
1

/4

） 

こ
の
場
面
で
こ
れ
使
っ
て
！
コ
ン
ク
ー
ル

第
一
弾
「
『
桜
田
門
外
ノ
変
』
～
こ
の
場
面
で

こ
の
盆
栽
を
！
」
同
第
二
弾
「
ぐ
い
呑
み
」

同
第
三
弾
「
掛
軸
」、
同
第
四
弾
「
一
輪
挿
し
」、

同
第
五
弾
「
そ
の
他
の
小
道
具
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、
事
変
関
連
・
幕
末
の
水
戸
藩
関

連
情
報
を
大
募
集
し
ま
す
。 

８
月
２
６
日
（
火
）
～ 

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
開
始 

江
戸
文
化
歴
史
検
定 

in
 

水
戸
（
１
１
月

３
日
実
施
）
受
検
者
募
集
開
始 

９
月 

７
日
（
日
） 
１
３:

３
０
～ 

 
 

キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
茨
城
県

立
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
） 

 
 

水
戸
八
景
ツ
ー
リ
ン
グ
～
斉
昭
公
の
思
い

を
風
に
～
（
１
０
月
１
８
日
開
催
）
参
加

者
募
集
開
始 

９
月
１
４
日
（
日
）
～
１
５
日
（
月
） 

大
名
庭
園
サ
ミ
ッ
ト
（
第
３
回
大
名
庭
園

民
間
交
流
協
議
会
水
戸
大
会
）
※
主
催
・

大
名
庭
園
民
間
交
流
協
議
会
、
偕
楽
園
公

園
を
愛
す
る
市
民
の
会
な
ど 

９
月
１
６
日
（
火
）
～ 

 
 

本
屋
さ
ん
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
ス
タ
ー
ト

（
ロ
ケ
地
推
薦
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
） 

９
月
２
１
日
（
日
）
９:

３
０
～ 

 
 

歴
史
講
座
『
桜
田
門
外
ノ
変
』
そ
の
背
景

を
探
る 

～
水
戸
藩
の
系
譜
～  

 
 

水
戸
藩
の
成
立
～
徳
川
頼
房
就
封
４
０
０

年
を
前
に
～
（
常
陸
太
田
市
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
） 

９
月
２
７
日
（
土
）
９:

３
０
～ 

歴
史
講
演
会
『
桜
田
門
外
ノ
変
』
の
時
代

～
幕
末
の
水
戸
藩
～ 

大
日
本
史
編
纂
と
水
戸
藩
（
水
戸
市
男
女

文
化
セ
ン
タ
ー
び
よ
ん
ど
） 

９
月
の
イ
ベ
ン
ト 

in


